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2 0 2 6 . 1 0 . 7 w e d - 1 0 . 1 2 m o n祝 名古屋市民ギャラリー矢田
第２展示室～第７展示室

石川清菜  ・ 村瀬琴音  ・ 仙波瑞姫  ・ 林柚里  ・ 竹田瑠実  ・ 内藤みなも

アーティストトーク  1 0 . 1 0 s a t  1 7：0 0 -
1 0：0 0 - 1 9：0 0  最終日のみ1 7：0 0閉館



n
シt

佐
藤 

克
久 (

名
古
屋
造
形
大
学)

か
つ
て
名
古
屋
港
埠
頭
倉
庫
でLET'S G

O
 YO

U
N

G

と
い
う
展
示
に

参
加
し
た
。
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
企
画
し
た
よ
う
な
展
覧
会
だ
っ
た
。
何
者

で
も
な
い
こ
と
が
当
た
り
前
で
、
何
者
に
な
る
の
か
は
自
身
が
決
め
る

こ
と
だ
っ
た
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
も
何
か
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と

批
評
性
を
信
じ
る
事
が
で
き
て
い
た
頃
の
話
。
選
ぶ/

選
ば
れ
る
、

お
膳
立
て
す
る/

さ
れ
る
機
会
が
ふ
え
て
批
評
の
価
値
は
目
減
り
し
て

い
っ
た
。
気
づ
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
こ
れ
は
彼
ら
彼
女
た
ち
と
自
分

た
ち
に
言
え
る
こ
と
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
期
待
を
し
て
い
る
。

ま
だ
何
者
で
も
な
い
の
だ
か
ら
。

平
川 

祐
樹 (

愛
知
県
立
芸
術
大
学)

前
回
のm

otion

展
か
ら
二
年
、
こ
の
間
に
イ
ラ
ン
戦
争
が
始
ま
り
、

世
界
の
秩
序
と
均
衡
は
音
も
な
く
崩
れ
て
い
っ
た
。
日
本
に
も

影
響
は
及
び
、
ガ
ソ
リ
ン
代
は
日
夜
高
騰
し
、
白
黒
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
が
店
頭
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
こ
の
目
眩
く
変
わ

る
時
代
に
、
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
何
を
考
え
、
何
を
つ
く
る
の
か
。

一
見
す
る
と
社
会
情
勢
に
無
関
係
な
作
品
も
、
そ
の
背
後
に
時
代

の
燻
り
が
垣
間
見
え
る
。
作
品
と
は
、
時
代
を
伝
え
る
媒
介
者

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

松
岡 

徹 (

名
古
屋
芸
術
大
学)

二
人
は
大
学
を
卒
業
後
、
愛
知
県
を
拠
点
に
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展

に
精
力
的
に
参
加
す
る
こ
れ
か
ら
期
待
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。 

村
瀬
琴
音
は
、
軽
や
か
で
楽
し
く
、
と
き
に
ユ
ー
モ
ア
も
見
せ
な

が
ら
、
ど
こ
か
不
穏
さ
や
怖
さ
を
感
じ
さ
せ
る
独
特
の
世
界
観
を
、

ま
る
で
幼
い
頃
に
読
ん
だ
お
と
ぎ
話
の
よ
う
な
懐
か
し
い
物
語
と

し
て
、
ペ
ン
や
水
彩
を
用
い
て
丁
寧
に
描
い
て
い
ま
す
。
一
方
、

石
川
清
菜
は
、
目
に
見
え
る
も
の
や
音
、
匂
い
、
触
感
、
そ
し

て
思
い
出
と
い
っ
た
身
近
な
事
柄
を
大
切
に
受
け
止
め
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
素
材
や
技
法
を
用
い
、
平
面
・
立
体
を
問
わ
ず
制

作
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
観
を
持
つ
全
く
違
う

二
人
が
、
刺
激
を
受
け
な
が
ら
ど
ん
な
作
品
を
見
せ
て
く
れ
る

の
か
、
大
い
に
期
待
し
、
選
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

石川 清菜
2025年  名古屋芸術大学コミュニケーションアートコース卒業

2025年  「fm展」ギャルリーくさ笛（愛知）

2025年  とよたまちなか芸術祭「stereo」（愛知）

村瀬 琴音
2022年  名古屋芸術大学アートクリエイターコース　卒業

2024年  名古屋芸術大学大学院同時代表現研究　修了

2022年  個展「ここで待ってる」サニーカフェ（愛知）

2024年  個展「どこへでも行こう」むかでや画廊（宮城）

林  柚里
2021年  名古屋造形大学　洋画コース卒業

2024年 「朝食のあとで vol.1」アートラボあいち（愛知）

2025年  個展「うたたねと麦」MOMO GALLERY（愛知）

今回ご案内する若手作家刺激プログラム「m o t i o n」は、平面・立体・インスタレーションなどの分野に焦点を当てた美術展です。 愛知県立芸術大学・名古屋芸術大学・名古屋造形大学から選出された教員で構成された実行委員 3名が、
在学生から卒業後  1 0  年程度までの「愛知県にゆかりのある若手作家」を選出します。異なる分野の作家が集まり、交流し、刺激しあうことで今後の活動に新しい動き（m o t i o n） を与えていくことを目的としています。また、展示を通して、
出展作家自身だけでなく鑑賞者に対し、新たな発想や創造への刺激を与えることを目的としています。

主催：若手作家刺激プログラム「mo t i o n」実行委員会  佐藤克久・平川祐樹・松岡徹・公益財団法人 名古屋市文化振興事業団 [ 市民ギャラリー矢田 ]

名 古 屋 市民ギャラリー矢 田  第 2 展 示 室 ~ 第 7 展 示 室
名古屋市東区大幸南 1 - 1 - 1 0〒4 6 1 - 0 0 4 7

地下鉄名城線「ナゴヤドーム前矢田」駅 1 番出口より連絡通路徒歩 5 分
ゆとりーとライン「ナゴヤドーム前矢田」下車南へ徒歩 3 分

市バス「大幸」下車徒歩 5 分

（名駅 1 5 号系統、東巡回系統）

T E L : 0 5 2 - 7 1 9 - 0 4 3 0  　 F A X : 0 5 2 - 7 1 9 - 0 4 4 0

|

内藤 みなも
2025年  個展「人とそれ以外の狭間を思考する」
　　　　河合塾美術研究所 Art Space NAF
2026年  愛知県立芸術大学卒業・修了作品展優秀賞受賞

愛知県立芸術大学大学院彫刻領域　修了

竹田 瑠実
2003年  青森県生まれ

2026年  愛知県立芸術大学美術科油画専攻卒業

同大学大学院油画・版画領域在籍

仙波 瑞姫
2023年 名古屋造形大学大学院 先端表現研究 修了

2023年～ 2024年 アッセンブリッジスタジオ　スタジオアーティスト

2024年 「朝食のあとで vol.1」アートラボあいち（愛知）

も o


